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令和元年8月 10日

発 行

上温品地 区

社会福祉協議会

ささえあいのまち』
令和元年度 上温昴地区社会福祉協議会（社協）の通常総会が、 5月19日（日）温品福祉センターで開催されま
した。役員・部会員53名が出席し、今年度の事業計画と予算、役員が決定しました。
上温品地区では、上温昂近隣ミニネットワーク活動（上温品見守りネットワーク活動）・ふれあいいきいきサロン

活動・ボランティア「やまびこ」活動の三つを柱として高齢者に寄り添った取組を推進しています。また、乳幼児の子

育て支援活動・児童青少年健全育成活動・住民ふれあい活動など地域のニーズにマッチした活動を展開しています。

近年は、台風・地震・集中豪雨なとによる大災害が発生しています。災害危険箇所や避難経路・避難場所などを把握

しておいてください。

【璽点目標】

繰越金 560,425 事務費 210,000 

会費 366,200 会議費 75,000 

助成金 503,000 事業費 1,257,000 

日赤・共同募金 20,000 負担金 34,000 

事業収入 634,000 相談室維持管理費 90.000 

寄付金他 92,000 雑費 10.000 
雑収入

゜
予備費 499,625 

収入合計 2,175,625 支出合計 2,175.625 

15 月の 「いきいき サ0 ン」 は 「広島北ホテル」 に行きました1

(1)近隣ミニネットワーク活動の推進

【予算】

（収入の部） （円） （支出の部） （円）

5月のいきいきサロンは、 17日に日帰り旅行で山県郡北広島町の広島北ホテルに行きましだ。今回は会員とボランティ
アで42人が参加しました。 迎えの
バスで温品福祉センターを9時30
分に出発し、約1時間で到善しまし
だ。途中、車窓から新緑の山閃を眺
めそれぞれに会話を楽しんでおられ
ました。一人住まいの方が多くて、
月1度の出会いを楽しみにされてい
るようです。午前中ゆっくり風呂に
入り、お昼は全員そろって食事会、
そして自由時間は、散歩や売店で買
い物をしたりして過ごされていまし
た。帰路につく前に、全員で記念写
真を撮って出発、 4時すぎに全員無
事帰宅しました。
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〇 医療法人たかまさ会 理事長 山崎正志
URL http://www.takamasaor.Jp 

内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科・
脳神経内科・放射線科・リハビリテージョン科・歯科

山崎病院
広島市東区上温品 1丁目 24-9

電話(082)280-1234四

一般療養棟・認知症専門棟・デイケア

介譜老人保健施設

ウェルフェア
広島市東区上温品 1丁目 21-6

霜話 (082)280-3720 
-1 -



令和元年度第1回
福祉部会・近隣ミニネットワーク会議開

7月13日（土）温品福祉センター2階ホールにお
いて木累記会膳を開催しました。出席者は福祉部会部員

の皆様、各町内会長を中心にその他関係者合計67名
の方がお集まりくださいました。この活動は、「日常生

活上の見守り支援」と「災害発生時の救援」を目的と

しだ活動です。！麒題は、

①上温品地区の近隣ミニネットワーク活動について

②上温品見守りネットワークの現状と問題点

研修会として、

① 66ハウスの紹介
②上温品地区社協ボランティア部会の役割と活動

連絡事項として、

① 救急医療情報キット配布説明

以上の膳案説明及び発表でしだ。「お互い様」の心で少

しでも永く住み慣れた地域で安心してこころ豊かに暮

らせる、支えあうことの出来る地域作りをめさしてい

ます。「自助」「共助」「公助」の重要性を重んじ皆様と

共に一歩一歩進めてまいります。

くあいさつする大藤会長＞

滋：令和元年度児童問題交流会開催≫

令和元年7月14日（日）
温品福祉センターにおいて

開催されましだ。

本交流会の目的は、地域児

童、生徒の現状を各種団体の

代表者同士が共通認殿を持つ

とともに、今後の夏休み中の生活を地域ぐるみで見

守ることにあります。今回の講演は広島市教育委員

会事務局学校教育部生徒指導課のスクールソーシ

ャルワーカーの二川恵美様をお招きし、「チームに

おけるスクールソーシャルワーカーの役割と現状」

を話していただきました。続く情報交換では上温品

小学校、温品中学校、安芸高等学校の校長先生の学

校の現況と課題の報告があり、続いて各種団体の代

・表者が最近の子どもたちに対する活動と取り組み

を発表して終了しました。

く上温品小学校の現状説明する山名校長＞

『青少年によい環境をあたえる運動』東区推進大会

7月6日（土）東区民文化センターに於いて『青少年によい環境をあたえる運動』東区推進大会か開催され
ました。推進宣言の一つである「人にやさしい地域環境づくり」をテーマにアトラクションや講演が行われ

ました。「下も向いて歩こう」これは歩道にある点字ブロックを意識しようという意味です。点字ブロック

の上に自転車を停めだりすると視覚障害の方には大変危険です。小さな意識がやさしい地域づくりの一歩だ

と感じました。

. 2. 

不動産総合コンサルタント

シンアイ
不動産販売（樹
東区上温品1丁目31-1 1 
TEL.082-280-1 212 

上温品地区自主防災会連合会からのお知らせ
一番大切なことは、「命を守るために行動すること」です。
1 . 警戒レベルについて
2019年6月から新しい「警戒レベル」を使った避難I冑報の発令が始まりました。
避難行動を呼びかける「警戒レベル」は、洪水や土砂災害等に関する情報に対応しています。

市町から発令される避難I胄報等、国土交通省や気象庁、都道府県から提供される防災気象清報は、下
表のとおりですが、必すしも、この順番で発令されるとは限りません。被災地域や台風接近で避難情報

が早目に発令されることがあります。

「警戒レベル」は「避難するタイミング」を伝えてくれています。

「警戒レベル4」は「全員避難」です。

警戒レベル 1 1 I 2 

避難行動等 1, じ構えを高める I避難行動を確認 I避難に時間を要
速やかに避難
（安全な場所へ 命を守るための

する人は避難 避難行動） 最善な行動

洪水注意報
避難準備・

避難勧告
避難清報等 I警報級の可能性 高齢者等 避難指示（緊急） i 災害発生情報大雨注意報

避難開始

気象庁が発表 気象庁が発表 市町が発令 市町が発令 l 市町が発令
※広島県危機管理監減災対策推進担当 資料を加工--------------------------,---------------------------
2. 上温品地区で活動している防災士について ! 3. 「2019防災フェア」開催について
上温品地区自主防災会連合会には、令和元年8月
1 0日現在6名の防災士が所属しています。
遊川真由さん（平林1)、柴田潔さん（平林5)、久保

容猛さん（大上）、矢可部芳州さん（大原畳谷）、戒能由

香さん（ひばりケ丘）、そして私、久光員一(t苔の丘）…

の6名です。
広島市が主催する防災士のフォローアップ研修等

で防災に関する知識のブラッシュアップに努め、自主

防災ワーキンググループでは、情報広報・救援救護・

施設管理・食料物資等の活動について、検討を始めま

した。

令和元年度広島市防災士養成講座受講者の募集が

始まっています。

防災士資格を取得し地域の防災活動にご協力くだ

さい。全ての町内会に配置されることを切望していま

す。尚、講座申請締め切りは9月6日（金）となって
います。上温品地区自主防災会連合会の上村会長の推

薦が必要ですので、受講を希望される方は、上村会長

までお申し出ください。

広島市防災土要請講座の詳細は、広島市の防災士養

成講座関連サイトでこ確認ください。

一l; 甜

温品学区自主防災連合会と上温品地区自主防災会

連合会の主催、温品公民館共催で、防災フェアが開催

されます。

・日時： 9月8日（日） 9:00,-..,12:00 
•会場：温品公民館／温品小学校第一グラウンド
会場全体を使った「クイズラリー」があります。

「土石流発生装置」で土石流が発生する様子を学習し

ましょう。「手押しポンプ式浄水装置」で濁り水を緊

急時に飲料水に変える実演をします。装置を動かす体

験をしてください。「避難所運営訓練ゲーム」では、

フェア参加者に避難者を演じてもらい、簡単な避難所

体験をします。

短い時間ですが中身の濃いフェアです。上温品学区

からも大勢の参加をお待ちしています。

上温昴地区自主防災会連合会防災士：久光員一
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(I)沖クリーニングにインラントリー直I
＼洗濯機17kgドラム洗浄＋譴（臥860回転）

゜
甜(S)咄、月闘躇、西つ闘9.t.i:t'
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令和元年度賛助会員募集のお願い
賛助会とは…上温品地区社会福祉協議会の活動に賛同していただける地域のみなさまに、会員になっていただき

ご支援いただくものです。

活動内容…「地域の絆で安心•安全なまちづくり」の為、近隣ミニネットワークやいきいきサロン、見守りや相
談、ボランティア等地域性に見合った福祉活動をしています。

≪賛助会費≫

◆個人一□1,000円 ◆団体ーロ 3,000円 《曼付は温品福祉センターヘ》

「こころ」の配布について
「こころ」は今号から新聞折込に変更しましだ。今までの回覧による各戸1部配布は見ていただけていない、
取り残しが多いためです。今後は町内会の各班で1部を回覧します。ご了承ください。
現物が欲しい方は温品福祉センター、上温品郵便局、藤三に置いていますのでご利用ください。

く編集後記＞

昨年の本号は「7.6水害」を何とか形に残そうと上村連合町内会長にお願いして、両面2ページで「災害特
集」を組みました。 1年経った今でも河川修復工事が続いており、あの時の記憶は鮮明に残っています。今号は
「防災」について1ページ取りました。またいつ来るかわからない災害を「忘れた頃」が無いようにしておきた
いものです。

地域社会の発展と活性化に努めます

一広島東部地区マツダOB会
（上温品 ・温品・馬木 •福田）

. 4. 


